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文化財図録

古代史の遺産
一横芝地方の縄文遺跡と古墳群一

h 

1 9 ワ 9

横芝町教育委員会



議題弱震援 発刊のことば 議題懇餓
機芝町は、姥山・ 牛熊 鴻ノ巣など貝塚遺跡の多いこと

で、 九十九里地方屈指であるばかりでなく、殿塚 ・ 姫塚市、

ら出土した埴輪群な ど、全国的 lこ広く知られているところ

です。 これらの埋蔵文化財は、昭和31年以降、慶応義塾大

学 ・早稲田大学の研究室の方々によ っ て発掘調査され、す

ぐれた学術的成果をあげて注目されました。

縄文土器・独木舟や埴輪の行列など、はるかな祖先の営

みが、数千年の地底での眠りから覚め、続々と私たちの前

にその姿を現したのです。 そして掘り起こされた地中の遺

宝には 、 原始・古代に生きた人々の稚拙ながらも豊かな感

覚と、おおらかな創造力がたくまし く表現されています。

町教育委員会は、住民の皆さんに郷土の歴史的風土や文

化財を紹介するために、 r文化財図録』 の編集を進めて参

りましたが、このほど、その第一集として埋蔵文化財を中

心とした「古代史の遺産」を公刊することになりました 。

この図録が、 郷土の古代史探訪へのいぎないとなり 、 文化

財の保護と活用への一里塚ともなれば、 Il月 るく豊かな由緒

ある郷土づくり の使命を担う私共にとりまして、これに過

ぎる喜びはありません。

終りに、本図録作成のために御努力を賜りました皆様に

深甚なる謝意を表 しま す。

昭和54年 5 月 5 日

繍芝町教育委員会

教育長 小 高猶 次
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房総古代史 の概観

一図録の理解を深めるためにー

量初の住民 鐙かに広がる平野と海、自然の地の利に恵まれた房総半島は、太古の昔から

人々の生活が始められ、数多くの古代遺跡が分布しています。この半島は、 日本列島の東の果

てに位誼し、黒潮の北上する太平洋につきでた海岸線は約 370kmで、北は一面「香取の内海」

におおわれていました。私たちの遠い祖先は、氷河期の海面低下によってできた陸橋を渡って

、太陸から移住して来ました。 これらの人々が「先縄文時代」とよばれる石器文化を創造した

のですが、打製石器や骨角器 木器を道具として、狩猟や縞物採取を毎日の仕事としていたも

のと考えられます。

貝援の形成 およそ I 万年以前、日本で土器っくりが始まりました。煮ることによって、

植物のデンプン質や繊維質が消化吸収しやすくなり、食べることのできる植物の種類が多〈寺

りました。この時代になると狩猟の方法も、これまでの石総をつかう方法から弓矢を使用する

ようになりました。 この「飛ぴ道具」で、イノシシやシカ ・ 鳥類などをとっていたと考えられ

ます。 また、貝や魚などの海産物をとって食べるようになり、日本各地に貝塚がたくさんつく

られました。房総半島は気候温暖で自然の資源に恵まれ、縄文時代には北から南から採取i魚携

の民が続々と移り住みました。千葉県内における縄文貝塚の分布は、 土器の型式別に分けると

約 370もの遺跡があって、日本列島の中で最も密集している地域だといわれます。

AI耕の開始 貝塚文化は海退現象主ど環境の変化によ っ て消滅しましたが、弥生時代の閉

幕とともに、水稲栽培を中心とした農耕生産が起ります。 それと同時に、太陸から鉄器が埠入

され、この時代を大きく発展させることになりました。 r古語拾遺』 の阿波忌部(あわのいん

ベ)伝承にみられるよう に、房総半島へは黒潮の流れにのって西南地方の人々が移り住み、天

寓命や~ (j吉宮)の氏族な どが農耕 ・ 開拓に活蹴したと伝え ら れています。

国家の起源 弥生時代に開始された農耕生産は、日本列島の大半に普及し、それによる経済

力の上昇が共同体村落の内部に階級性を生み、やがて畿内地方に 「大和政権」を誕生させま し

た。これが日本における「国家」としての、 統y制静態の起源であると いわれています。この時

代になると、権力者とー般庶民との聞には、生活における格差が大きく聞くようにな円ました

。 権力者は「荻族」とよばれ、かれらの死後は、高塚式古墳に埋葬されています。 従って、こ

の時代の文化を「古境文化」ともいいます。 西暦 64 5年に始まる「大化改新」は、国家の政治

体制の変革だけでなく、地方行政の仕組みをも変えました。 房総地方は「総J (ふ さ)とよば

れ、国郡の伽l により上総 ・ 下総 ・ 安房の 3 国が置れま した。各国には政治の中，じ、となる「国府

J がつくられ、国分寺なども建設されま した。以上、この図録の理解を深めるために、 房総古

代史の展開を概観してき ま したが、読者の方々の手引 ともなればと願っています。
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画面
考古学資料の保存と郷土学習

山 辺 百 代 (横芝中学校教諭)

わたしたちの生きているこの世の中は、刻一刻と変化しています。 時とともに、時代ととも

に変化する世の中。そして、その世の中をつくる人問。 これらを理解するにはどうしたらよい

のでしょう 。 其の姿をとらえるには 、 変化の仕方をみること 、 その成立ちを見きわめることが

大切です。自らの姿を知るために過去の世界を探ろうとするのです。 過去のものごとを確める

手がかりは沢山あります。 住居の跡から、こと 1/ . 習似など。 しかし、その中には残りやすい

物とそうでない物とがあり、 中央の政治や制度などは前者に、地方の場合は後者になりがちで

す。 わたしたちは日本人であり、この地域の住民であり、他とは違う個性を持つはずです。 そ

こまで理解できたとき、真に豊かな人間像が得られるのではをいでしょうか。 歴史についても

同様であり、わた し たち自身を含めた、真の人聞の姿を捉えるためには、郷土史の果す役割lは

大きいといえましょう 。

遠い速い昔、人々は生きるために精一杯努力を しました。 そして生産力を高め集団の輸を広

げていきました。 部落から小さいながらも固とし てのまとまり を持ち、やがで日本列島をひと

つにと 。 約1 500年前頃、わたしたちのこの地域も大和朝延の支配下にな っ ています。 武社の国

造がこの地域の支配者でした。 木戸川の流域がその中心とな っ たと考えてよいでしょう。台地

が浸蝕谷と別けられようとする近くに17の古漬から成る中台古墳群があります。その中心とな

るのは殿塚 ・ 姫塚の 2 基の前方後円墳です。 殿塚は墳丘の長径86問 、高さ 8 m という堂々とし

たものです。 遺体を埋葬 し た石室からは、 ガラス玉や琉E白玉 ・ 太万などが発見され、壁面には

朱彩カザ面されていたということです。 このような古境を何のために造っ たので しょう。 なぜこ

の土地に、どのようにして、また大和朝延との関係は、等々、限りなく疑問が出てきます。 そ

して発担調査の科学的な結果が、わたしたちの祖先の姿を少しすーっ明らかにしてくれるのです。

古漬からは多 くの埴翰が出土されています。 姫塚には50m にわたる形象組輸の行列が見られ

ま した。 動物 ・ 男 ・ 女と殿塚と同じ配列で並べら れていたのです。 1500年も昔の人々が考えた

り、感じたりしたことは、わたしたちの心の奥底でつながりを持っ ているのではないで しょう

か。 極輸は見る人に何かを語りかけようとしています。

温暖な気候に恵まれたこの地域で、豊かなくらしが約束されたとしたなら 、 祖先の苦しみや

喜び、明日への努力を忘れることはできません。 わたしたちにと っ て、 明 日を信じられるのは

、昨日があ ったからに相違ありません。 1 000年 ・ 20∞年の昔、この地で、わたしたちの祖先は

何を考え、どのように生活していたのでし ょう。 その答えのカギを持つのが、 考古学の発掘調

査によ っ て得られる科学的な成果なのです。 地中ふかく 眠っ ていた「古代史の遺産」 を、単な

る遺物として見るだけでなく、真に生きた郷土学習の参考資料として保存 ・ 活用してゆきたい

ものであります。

(2) 



古代遺跡の発掘調査

「考古学」とは、遺跡・遺物に基づいて人類文化の過去を研究する学問であり、 18世紀ドイ

yのウインケ Jレマ ン によ っ て科学的方法が確立されました。 古代遺跡、の多くは、丘陵上の地中

ふかく埋没しており、その発掘調査は赤土の地肌を削ることから始まります。 縄文時代の貝塚

や住居の跡は、 50cm- 1 m の地中から発見され、土器や骨角器な ど多くの遺物が出土 しま す。

発掘調査の対象は、過去の物質的資料の保存状態、物と物との随伴関係が中心で、その上下関

黙々 占 赤土を削る

現代に蘇える古代遺跡

住居跡から出土する土器群
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係や形態の相似点・相異点な ど

を詳細に検討して、その遺跡の

年代や史的性格な どが決定され

ます。

縄文時代や古墳時代など、文

字のない時代あるいは文献記録

のきわめて乏しい時代について

は、層位学的・型式学的な研究

方法が駆使されます。 例えば、

発掘溝(トレンチ) の側壁土層

を精密に区分して、そこから伴

出す る遺物によ っ て文化的層序

が決定されたり 、土器なども形

態的に細かく型式分類がなされ

ています。

また、遺跡から発掘される土器

類は、そ の多くか司直片 として出

土するので、完全な姿に復元す

る作業も長い時間 を必要としま

す。 考古学の研究は、その対象

とする時代によ っ て先史考古学

.歴史考古学などに区別されま

すが、ともに遺跡 ・ 遺物を中心

として人類生活の実際とその発

展を明らかにすることを目的 と

し ています。
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横芝地方の古代史年表

器 /t -9∞o

l 加曽利貝塚 (中期 ・ B C 3000-2000) 

- 中台iぬノ巣貝塚 (中 ・ 後)

・ 山武姥山貝塚 (中・後 ， 晩)

- 中台宮台貝塚(中・後・晩)

・ 遠山員塚 (中 晩)

縄 l ・ 牛1i~員塚 (後期 ・ B C20∞-1000) 

文

-中台角団員塚 (後)

高谷川遺跡 (後)

- 木戸台貝塚(後)

・ 繍芝駅東方遺跡 (後)

ノ/ I 中台発見石剣 桝橋発見弥生土器

ノ B C
戸一一」→ニ弥一--L一一J
ψ 100--1 ' 生/い∞ ・師寺古墳 (前期 ・ A D 1∞- 200) 

;,'- (成務期〉 彦忍人命が武社国造に任命される ( r国造本来ゐ)

400 -γ | 伊甚屯倉 (中期 ー A D 300-500) 

古 l ・中台古墳群(殿塚 ・ 姫塚 ・ 後期 A D 500-600) 

町原古境群 (1去)

墳 取立古墳群 (後)

645大化改新 647大化三年紀、中臣連押熊 ( r続日本紀J ) 

710 →一一一一ー 710奈良遷都

奈

良 769神宮盛度雲三年紀、春日部奥麻呂、武射臣 を賜わ る( r続日本紀J ) 

794 ー一一ー一一ー

平

安

1192 -1一一一ーーl

794平安遷都

806長倉大宮創建 (社伝)

875下総国停囚反乱

807牛熊八幡宮創建 (社伝)

879元慶三年紀、右近衛将監武射臣助守 ( r三代実録J ) 

883上総国市原郡の{宇囚反乱

935和名抄完成一一武射郡・押狼郷 ・ 長倉郷 ・ 理倉郷

. 木戸台遺跡

939平将門の乱
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出土遺物集成

先縄文時代 (プレ)とは、縄文時代に先行する日本鰻古

の時代で、 当時の人々は、 主として打ち欠きによって作ら

れた石器を周い、 狩掠と採取によ って食料を種得していま

し た。 この時代のìI物は、 関東ローム眉の赤土の中に包含
されており 、 桶芝地方では中台で尖頭器が発見され、 最近

では木戸台遺跡からナイフ・スヲレイパー・尖頭器などの

旧石器時代の遺物が出土しています。

尖頭器 (中台大宮神社付近) 尖頭器 (石槍木戸台遺跡) ナイフ形石器 (木戸台)

スクレイパー (木戸台) 打ち欠きによる石器 (木戸台)

守手子

石器の製作法 1 直接打法 2 間接打法 3 押庄和l離 4 台石打法 (KPオー ク リー原図)

(5) 

目



姥山貝塚出土の晩期縄文土器

①浅鉢形土器(姥山[].式)

②深鉢形土器(姥山 H 式)

③深鉢形土器(姥山田式)

@圭鉢形土器(荒海式)

はるか 1 万年前、 われわれの祖先は 、 先史時代では世界

で類をみない 「縄文土器J を発明しました。 姥山貝塚の土

器は、粘土の塊を積み重ねた犬胆な激しい土器から 、 線を

引き彫り刻む静かな土器への移行期のもので、その繊細・

優美な姿には土器に託された縄文人の美的情念が感じられ

ます。

① 

④ 

(6) 



縄文土器の各型式

①加曽利B式土器 (牛熊貝塚)

②加曽利 B式土器 (姥山貝塚)

③姥山 日 :式土器(姥山貝塚)

④堀之内式土器 (鴻ノ巣貝塚)

~屈之内式土器(姥山貝塚)

② 

.l.....ラ〆 i ⑤

③ 

(7) 



③ 

貝塚出土の石器

①磨製石斧そ の他 (牛熊員塚)

②石槍 (姥山員塚)

③打製石斧 (姥山貝塚)

④ 同 (同)

⑤ 問 (同)

縄文時代の石器としては、 狩嫌周の石織とともに、 石斧

が最も一般的な道具のひとつでありました。 打製の石斧は

植物採取や住居周の竪穴を掘るための土掘具として周いた

と いわれ、 中期以降、 と く に関東・中部地方で爆発的に増

加します。 また磨割石斧は 、 樹木の伐採やその処理のため

の工具として用いたと考えられます。

① ② 

④ ⑤ 

(8) 



房総地方の主要貝塚
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山武姥山貝塚



奇妙な表情、 畳かな肢体、 全身をめぐる抽象化された主

植など、 貝塚から発掘された土偶か らは想像を越えるた く

ましい情意が読みとれます。 姥山から出土 した遮光器土偶

の頭部など、 体の一部を切り欠いだ事には 、 狩J!(・採取の

きびしい環績を生吉ぬいた古代人の呪術と祭儀のあり方が

う かがわれます。(右上は岩手県長倉遺跡の遮光器土偶)

① 

② 

③ 

(l叫

④ 

①ミミズ ク土偶片 (牛熊貝塚)

②遮光器土偶頭部 (姥山員塚)

③土偶顔面(姥山員塚)

④石棒片(姥山貝塚)



われわれの祖先である縄主人は、石・骨・角f，fどで作ら

れた被飾品を身につけていました。 特に高吾川遺跡の竹櫛

は逸品ですが、 その目的は益飾のためばかりでな く 、 智恵

と経済の発遣によ って権戚のシンボルとなるまでは、邪悪

なものを誠い、 重量福を願う呪術的シンボルだったのです。

① 

② 

C!Æ華塗櫛 (高谷川)

f 
②渇骨製エヤ ピン

(姥山)

③ @.:猪牙製飾品具

(姥山)

⑤滑車型耳飾片

(姥山)

⑤ 

(11) 



各種骨角器 (牛熊貝塚)

日本列島は周囲を海に固まれ、 その自然の恵みをうけた

縄文人は、 生産用具のひとつとして魚や獣の骨角を利用す

ることを考案 しました。 木よりも硬 く、 石よりも強切で 、

組合わせや複雑な加工ができる性貨を利用した骨角器は 、

漁惰且・狩蝋具 ・装身具として多織に用いられました。

③ 

①エイの刺骨を利用したヤス(姥山貝塚)

②ヤス状骨器(姥山員塚)

③石錘(姥山貝塚)

(12) 



栗山川出土の独木舟

〈ミ

>

縄文時代の舟は、 大きな樹木を半骨に割っ て、 その内部

をくりぬいた、いわゆる独木舟 (虫木舟) であり 、 ~くは

内木面白航行に利用されたと考えられます。 機芝地方では

高吾川木果を中心に 5 聾ほど発掘され、 また、坂田池から

はイヌガヤ製の橿(かい) が発見されています。

ごフ

吋高二二ごプ7hf円τ~

高谷川 B地点出土の独木舟

ゅー~ ; 略言語
ふみ時è_ _ 

弥生期の磨製石剣

(中台付近出土)

高谷川 G地点出土の独木舟

(131 
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埴輪の行列 (姫塚古境)

'af v-ea 
殿塚姫塚の全景

縄支時代からはるかに時が過ぎた古繍時代、ひとびとは

古繍の縁辺に無数の埴繍を並べました。殿爆 ・姫塚の繍丘

から姿を現した家形埴繍や器財埴輸。そして、 われわれに

もっともなじみの深い動物と人物の埴繍など、 かなりバラ

エテ ィ ーに富んでいます。 その素朴な表情とさまだまな配

列の埴給群から 、 原始古代の生と死の祭りの声が聞こえて

くるようです。

註・芝山古噴群 (殿塚・姫塚) 関係の図版は下記の文献から引用しました。

<.Di竜口宏 ・ 久地問様雄編 『はにわ』 日本経済新聞社・ 1963

②芝山はにわ博物館編『芝山古墳群殿塚・姫塚・木戸前 1 号墳ーJ 548.5改訂

③川戸彰他 『償芝町史』 第 1 章原始古代の項、 550 . 3公刊

(1匂



①
 

殿塚古墳出土埴輪

①水鳥 (動物群)

②犬の首(動物群)

③泳ぐような人物

④四柱造家

⑤ 

④ 

⑥ 

⑤女子の面

⑥老人の首 (姫塚・県有形文化財)

11日



姫塚石室

石室内の造物状況

(1日



房総地方の主要古墳群と国造
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柳、こえ""，，'"' ~ 

姫塚古墳出土壇輪

①丈の高い男

②飾り馬

③ひきまずく男

④タスキをかける男

⑤首飾りをする女

⑥腰にカマを下げている男

(1国

⑤ 

③ 



長頚萱 (器高 130% 頚部径65明)

広口萱 (器高103% .底部径 137%)

古墳時代の中期以降、 伝統的な土師 (はじ ) 器とは色沢

も硬度もま っ た く 異古る須恵 (すえ) 器が朝鮮半島から伝

えられ、 わが国の陶芸史上に画期的な技術革新をもたらし

ま し た。 木戸台遺跡から発見された平安時代の長頚ツボに

は r (山辺) 庄万部」 の陰刻銘が認められ、郷土付近で作

られた須恵器であると考えられます。

長頚壷銘文と蛇紋岩製玉

広口蓋胴部

(19) 



横芝地方の縄文遺跡と古墳群

I 古代遺跡の概観
自然的環境 両総の国境を貫流する栗山川は、香取地方の山間部に発し、~古川 {昔当川

・ 高谷川 などの支流をあつめて、九十九里浜に注いでいます。その流路は約32kmで、上中流部

では小支流が下総台地を樹枝状に開析し、その浸蝕谷群は、肥沃な渓谷平野を形成しています。

この栗山川に沿って、南北に細長 く 展開する横芝町は、海の幸 ・ 山の幸にも恵まれるため、

古代以来の多くの歴史的遺産を有する地域で、特に北部の丘陵上には多数の古代遺跡が存在し

ています。 豊かな古代文化を産み育てた北部丘陵の一帯は、九十九皇平野と下総台地の接点で

あり、台地を刻む谷は南側の太平洋側からではなく、栗山川に合流する大きな谷治叶t東方面か

ら樹枝状に入りこんでいます。

古代遺跡が展開する丘陵は、関東ローム層 (東部下位ロ ーム台地)に属する起伏量50m 以下

の下総台地で、段丘面はゆるく北西に傾斜しています。 その地質構造は、主に洪積世の成困層

群 (下部)と 、第 3 紀鮮新世の凝灰質頁岩と砂岩の互層 (東金層)の交差する地域であるとい

われています。

貝塚と古墳群 横芝町に所在する古代遺跡は、縄文 古墳時代を中心として約50件にも及

』
♂ 

一 一←一

一
九十九里地方の台地と河川

目印

びますが、特に縄文期遺跡、は発掘

例が多く、昭和29年以降、慶応義

塾大学考古学研究室の清水潤三教

授を中心に、牛熊貝塚 ・ 鴻ノ巣貝

塚姥山貝塚高谷川遺跡などの

調査研究が進められま し た。 中で

も姥山貝塚は、昭和31年 3 月以来

、発掘調査は 5 次を数え、姥山 H

式の晩期縄文式土器に関する研究

など、.tくの学術的成果を収めま

した。 また、低湿地からの独木舟

ー 権などの出土例も多く、河川や

湖沼小支谷が現在よりも広く展

開した縄文時代にあ っ て、重要な

交通機関と して利用されたものと

考えられます。

また、木戸台 ・ 町原 中台 ・ 取

立など、武社国造期の古噴群も.t

〈、現在、中台町原寺方の 3

群で約43基の古漬が保存されてい



ます。 特 に中台古墳群は、殿塚・姫塚を中心に前方後円墳 2 基・円墳18基を数え、昭和31年春

、早稲田大学考古学研究室の滝口宏教授を中心とする調査団によって発掘調査が実施されまし

た。 その結果、姫塚古墳か ら は古代の葬送を模 し た埴輪列が完全出土 し、 考古学界の注目する

ところと なり、後に国の史跡に指定されま した。

以上、横芝町に分布する古代遺跡を慨観してき ま し たが、 古績時代の遺跡は来調査のものが

多〈、その調査 ， 整備・保全の対策がすすむ中で、当地方の古代史研究も一層深化するものと

期待されています。

E 縄文人の食生活

郷土の縄文遺跡 下総台地を刻む栗山川渓谷は、谷内の標高は著しく低〈、 5m 等高線は

遠く多古町地方にまで湖り、原始時代には海水の浸入をみて被維な海岸線をもった奥深い海湾

であ っ たと考え られます。 洪積台地の周辺にひろがる遠浅で波静かな入江の海は、貝と魚の宝

庫でした。 そのような海の幸を意欲的に利用し、土器をはじめとする道具や生活技術を創造し

て、縄文時代の文化が起こ っ たのです。

当時の海湾の汀線に沿って、員塚などの縄文遺跡が分布す るわけですが、 昭和48年度の調査

円笈lOO'早早馴家J.. IJ :fIJi院中 賓の
，.，.織の想定.. 

一 -- n支四年後.."，・F・ s・q)~~U，

縄文時代の海岸線 (原図 江坂締弥氏)

誦 

によると、 情芝地方の純文遺跡

は42か所 (貝塚11 遺物出土地

5 ・ 散布地11 包含層 4 ) を数

え、 県下でも有数の遺跡地帯 を

形成 しています。 これらの遺跡

群は早 く か ら注目され、青木謹

w.t . 鈴木正隆 ・鋸回欣治 ・ 消水

浦次郎な どの諸先学が調査をす

すめ、昭和30年代以降、消水ìflj

三 鈴木公雄両氏 を中心とする

慶応義塾大学の字習調査が実施

され、ひろく学界に報告 されま

した。 代表的なものとしては、

牛熊員縁鴻ノ巣貝塚 ・姥山貝

塚の 3 遺跡があげら れま す。 い

ずれも 5000-30∞年前の縄文遺

跡ですが、特に姥山貝塚からの

出土品は質量ともにす ぐれ、現

在、鈴木公雄氏によ っ て晩期純

文式土器の比較研究が進められ

ています。 今後の地域研究の中



@ 

で、さらに新しい遺跡の発見が注目され

でいます。

貝塚の遺跡と遺物

[ 1 ) 姥山貝塚(中後晩期)は栗山

川渓谷の谷口近く、その右岸小支谷の最

奥に近い丘陵上にあって、谷口からやく

1. 5回、谷の標高は出口付近で10m 、貝

塚脚下では 15m 程度を測ります。 この姥

山員塚は、栗山川渓谷の貝塚の中で最も

規模の大きいもので、 7 ~ 8 個の員塚に

よ っ て形成されています。

①A地点貝塚丘陵の中央部に位置し

て、員殻の散布は最も広く、厚さ 20cm内

外の黒色表土層下に50~60叩の混土貝層

と 30叩余の貝塚下土層があ っ て、加曽利

E式 阿玉台式の土器が出土しました。

員類はチョウセンハ7 グリが主体で、ア
1 強尾 2 姥山 3 木戸台 4 鴻ノ巣
5 牛熊 6 飯高 7 宿井下 8 八辺 サリ ダンベイキンヤゴがこれに次ぎ、

9 大浦 1 0 貝塚 シジミもかなりの広範囲に認められてい
(清水沼三氏「千葉県栗山川;長谷における貝原の地域的

研究」による。) ます。

姥山貝塚実測図

自由

②C地点貝塚急崖に直面する台

地上に帯状に分布、約20度の傾斜を

もっ斜面員塚で、なお台上平坦部に

も員塚が存在したものと推定されて

います。 貝層の椛成は 3 層から成り

、堀之内式 ・ 加曽利 E式 阿玉台式

の土器を出土しました。 貝類はダン

ベイキシャゴを主体とし、大形カキ

・ハマグリを混じ、最大層にはン ジ

ミを包含しており、魚骨については

外洋魚類が乏しいといわれます。

③Z地点員塚員層は50cm内外で

表土下の黒褐色士層 (30~40叩) か

ら安行式(I . u ・ 目各型式) を主

体とする土器を出土し、これに相当
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貝塚出土の石器と骨角器

①牙斧(鴻ノ巣)

②~⑤骨角製尖頭器(鴻ノ巣)

G児島猪牙製品 牙斧(姥山)

@泡箆状石器骨製尖頭器(八辺)

⑬小形石斧(牛熊)

〈原図 清水潤三氏)

{ の干網式土器を混じています。貝類はハ7 グリ ・ ダノベイキシャゴを多量に含み、魚骨は外

洋性の種類に乏しく、反面、猷骨は豊富であって、骨製品中スズキの頬骨に 1 -2 個の小孔を

穿ったものが 2 点出土しています。

[ 2 )鴻ノ 巣員塚(中 後)は、栗山川の支流である高谷川渓谷の左岸、中台部落の谷に近く

牛熊の丘陵の東側に深〈入りこんだ小支谷の奥に位置していますが、この員塚は北向 きの小さ

寺斜面貝塚です。貝層は厚さ 65-80cmで 2 層から成り、 出土遺物は堀之内式土器が主体で、貝

類はハマグリ ・ ンジミが~< 、魚類はタ イ スズキが中心であったといわれます。猷旬も比較

的豊富でイノ シシが最も~ < 、 シカ ・ サ Jレ ・ タヌキがこれに次ぎ、骨製品としては骨鍬および

尖頭器類が 5 点ほど出土しました。

[3 )牛能貝塚(後期)は、牛熊丘陵の突端に近い北西斜面に位置し、員塚は約30度の急傾斜

をなして混土員層60叩 ・ 灰層 5 cm ・ 混土員層40- 50cm ・ 褐色土層 20cmの層序を形成、加曽利 B

式・安行 I 式 同 日式の遺物を出土しました。 員類はチョウセンハ7 グリが主体で、 ダンベイ

キシャゴが多く 、 シジミ ・ "7 -:;カサガイが少量認められました 。 俄骨頬は豊富で、魚類にはス

ズキが最も多く、 一部に大型海獣の顎tl- 1d: どが認められ、獣類ではシカ が$<イヌ・タヌキ・

サルなどがありました。 また骨角器としては骨餓 ・ 尖頭器類や浮袋の口などが発見されていま

す。

縄文人の食糧 波静か寺入江の海と、台地をおおう照葉樹林は、そこに住む縄文人たちの

漁携 ・ 狩猟 ・ 採集z活動に豊かな獲物を提供してきました。員t軍は共同体(集落)の「ゴミ捨て

場」の跡であり、多くは食用に供した貝殻の償ったものです。また、加曽利貝塚なと'東京湾岸

の大型貝塚は、山国の毛皮 石材などと物々 交換するための干員を作っ た加工場の跡だとする

研究者もいます。 いずれにしても、貝塚を発掘調査することにより、当時の食料や土器などの

道具について知ることができます。 今までの学術調査の成果を整理してみますと、繍芝地方の

縄文人は次のような食給を採取していたようです。

員類一一チョウセンハマグリ・ハマグリ ・ ダンベイキンャゴ ・ アサリ

カキ ・ マツカサガイ

魚類 クロダイ ・ タイ スズキ

(23) 
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獣類 イノシシ ンカ ・ サル タヌキ イヌ・ウサギ ・ アナグ7

牛熊・姥山などの加曽利 B式の遺跡は猷魚、骨を大量に出土 し、魚類は 7 ロダイ ・ス ズキが圧倒

的に多〈、その漁扮は巣山川渓谷内において行われ、外洋へはあまり進出しなかっ たものと考

えられます。員塚からの H1士物か ら は、縄文人の食糧は 「動物食」が中心であ っ たものと思わ

れますが、けれども主体はドノグリ・トチ ー クルミな ど「植物食」であ っ たといわれ、各地の

遺跡で堅果類 ー パノ状炭化物など植物の遺存体が発見されています。

縄文土器と食生活 日本列島で土器の使用が始ま っ たのは、約 l 万年前といわれ、古代人

の食生活に大きな変化を与えま し た。 縄文期以前の調理法としては、生食 ・ 長焼 ( あぶりやき

蒸焼(むしやき ) などが考えられますが、土誌の使用によ っ て烹煮(ほうし ゃ)という調

理法が加わ っ たのです。 r煮る 」 ことによ っ て、食料、と りわけ澱粉質 繊維質の消化吸収が

促進され、温かい汁をともな っ た衛生的な食事が可能となりました。 このことは、縄文時代に

白羽
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く土器型式〉 ①干網式土器(姥山) ⑤堀之内式土器(姥山)

②干網式土器(姥山 Z) ⑥加曽干rj B式土器(牛熊)

③堀之内式土器(鴻ノ巣) ⑦加曽干rj B式土器(牛熊)

④堀之内式土器(鴻ノ巣)

おいては植物が基礎的な食糧で、それを簡便に煮て食べる点にこそ 、土器普及の要因があっ た

ことを示唆しています。

縄文土器は、その機能からみて、基本的には次の 3 形態に区分することができます。

煮沸形態一 一魚貝や木の実などの食植を煮炊きする、底の小さな薄手の深鉢形。

貯蔵形態 食樋や欽み水を貯えるための、底が大きく安定した大型の深鉢形。

盛付形態一一食物を盛りつけたり、祭杷の際に献供するための、浅鉢形 皿形や注口形。

自由
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縄文土器の形は、時期や地方によっ て、それぞれ多様な特徴をも っ ていますが、この基本的な

形態は縄文時代を通じて変化がありません。 これは縄文土器が当時の必需品として、生活の機

能と密着していたことを物語っ ています。

皿 殿塚 ・姫塚の遺産

古墳文化の開幕 稲作農耕を中心とする弥生文化の円熟は、原始共同体である村落の内部

に身分的音階級を発生させ、各地の村々には 「豪族」が割拠するよ う になりました。 その豪族

たちを統合する大豪肢は、大和の朝廷から「国造」に任命され、いわゆる「古墳文化」の時代

が始まるのです。 ひとびとは古墳の縁辺に無数の埴輸を並べ、古墳の被葬者である族長の霊魂

を弔いました。 円筒埴輪から家形埴輪、あるいは動物や人物の埴輸など、その素朴な表情とさ

まざまな配列の埴輪群から古代人の生と死の祭りの声が聞こえてくるようです。

川戸彰氏の研究によれば、 950基をこえる 山武郡市の古墳のうち80%近くが郡北台地に集中

しているといわれ、中でも芝山古漬群は最大のものです。 横芝地方の古墳群としては、中台

前方後円墳 2 ・ 円墳1 8) 木戸台 町原 (前方後円墳 1 ・円墳11 ) 、寺方 (前方後円墳 3 ・円墳

23) の 3 群ですが、そのうち寺方古墳群は梅林造成のために大規模な破壊がありました。

横芝地方の古墳群

由自

現在、前方後円墳 4 ・円墳34

・経塚 3 など、総数43基が保存

されていますが、特に中台古墳

群の殿塚 ・ 姫iまは多数の埴輸を出

出土して全国的に も有名な古墳

となりました。

埴輪芸術の誕生 芝山古墳

群の支群を形成する殿塚 ・ 姫塚

(国史跡) は、ともに 6 世紀の

築造と推定されており、昭和31

年、早稲田大学の滝口宏教授に

よ っ て発掘調査され、す ぐれた

ぞー}子学術的成巣をあげて注目されま

Jげ し た 。… 一 殿塚古墳は全長86m .比高 8

m の前方後円墳で、周囲に長方

形の濠を二重にめぐらした雄大

なものです。 内部主体は、後円

部に板石を立てて造っ た横穴式



殿塚・姫塚古墳実調tl図(鈴木喜久二 ・ 中村繁治 1956) 
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石室が設けられていました。 副葬品としては大形の勾玉 ガラス玉・晩泊玉 ・ 耳環 ・ 頭椎太万

.直刀 ・ 万千 ・ 鉄鍬 ・ 銅銃 ・ 金銅鈴など多数が出土しました。 墳丘の上の80個を越える埴輪は、

男女 馬 ・ 器財など、その種類の豊富なことは比類のないものでした。

隣接する姫塚古墳は、全長58m 比高 6m の周溝をもった前方後円墳で、前方部に埋葬施設

があり、副葬品には殿塚にはみられないみやびやかさが加味されていました。 玄室部からは玉

耳環などの装身具や馬具、羨道部からは直万・玉 田 須恵、器が出土 し、副葬品全体としては勾

玉切子玉ガラス玉耳環 ・馬具鉄銀万子須恵器方頭太万などが発見されました。

姫塚の墳丘中段には、人物を主体とする多数の形象埴輪がめぐらされていて、約50m にわた

1271 
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姫塚石室実測図 (鈴木 中村 )

り当時の葬送の行列を展開していました。

出土 した埴輪は総数44個で、 その配列は先

頭集団に馬と人物が一緒に立ち、人物につ

いては日笠風の帽子をかぶり筒袖の上衣を

きて、腰に鎌を差しているので農夫の馬子

と推定されています。馬は飾り馬が主体で

、その次に盛装した男子像数体が並び、

さらに接装した女子像数体が続いています

。 その後方には家形埴輪が三軒たち、さら

に庶民と 思われる女子像数体と男子像の列

が続き、族長の遺骸の運搬を中心に葬送関

係者の行列を描いたものと考えられます。

また、ひざまずき両手をついた農夫像や、

琴を膝においた男子像など、土の中からに

じみ出る庶民的な感情がリアルに表現され

ています。

「葬送の列」とよぷと、悲しみの心が表

現されることになりますが、この埴輪列の

群像こそ古代人の生活環境と世界観を象徴的に表現している芸術的世界であると考えられます

。 この埴輪の行列に固まれた古墳の被葬者は誰か おそらく武社の国造に連なる地方表族で

あろうと推定されています。 武射地方における国造族の奥津城 ur:墓)としては、松尾町の北

方に所在する旭ヶ岡古墳・権現塚古墳な ど、木戸川上流の地域が最も有力であるといわれ、殿

塚・姫塚もその系列とみるべき位置を占めています。 郷土地方を支配した武社国造とは、 一体

どのような氏族であっ たでしょうか。

武社の国造 平安初期 ( 9 世紀初頭)の撰録になるといわれる r先代|日事本紀』 第10巻の

「国造本紀」によれば、成務天皇( 4 世紀末) の時代に須恵 ・ 馬来田 ( まくた) 上海上 (か

みつうなかみ) ・ 伊甚 (いじみ) ・武社 (むさ) ・ 菊間 (きく ま) ・ 阿波 (あわ) の国造が置

かれたとあり、大和朝延の房総経営の拠点とされました。 さらに応神天皇 ( 5 世紀)の時代に

は、印波 {いん 11) ・下海上 (し もつうなかみ) 長狭 (ながさ ) ・ 千葉の国造が加えられ、

古代房総地方の在地豪族の中から有力者が地方官に任命されたのです。それぞれの国造は一定

の支配圏を保持していたわけですが、石井則孝氏は各国造の治定範囲をつぎのように想定され

ています。

①須恵国造・ー富津市を流れる小糸川流域の飯野古墳の一帯 (内裏塚古墳九条塚古墳)

②馬来回国造・木更津市の小楢川下流域の長須賀古墳群 (大塚古墳 ・ 丸山古jJl菅出量跡)

③上海上国造・ 市原市の養老川流域の姉ヶ崎古墳群 に子塚古墳山王山古樹

官邸



@伊甚国造 夷隅郡大多喜町を流れる夷隅川から長生郡一宮町の一宮川流域

までの範囲 CF大多喜古墳・台古墳群・大宮氏旧宅裏山古墳)

⑤武 社国造 山武郡松尾町の木戸川流域の大堤古境群 (権現塚蕪木 5 号墳)

@芦箱問国道 市原市の養老川以北か ら村田川以南にかけての範囲 (東関山古墳向原古墳)

⑦阿波国造 館山湾に流入する平群川流減 (備穴古墳が主体)

③印波国造 成田市の旧公津村 (天王塚古墳船塚古墳)

⑨下海上国造 香取郡小見川町の全域と海上郡 匝瑳郡の一部を含めた地域 (城山古墳群)

⑬長狭国造・ ・加茂川流域の鴨川市を中心とした地域 (広場 l 号i恥

⑪千 葉 国 造比較的広い範囲と推定され、都川流域から南は村田川流域にい

たる範聞と考えられている (七廻塚古墳 ・ 中原古jJl群)

さで、⑤の武社国造ですが、 『国造本紀』 には「武社国造。 志賀高穴穂朝。 和遁臣祖彦意邪

都命孫彦忍人命定 2 賜国造 1 J とあり ます。 成務天皇の世に彦忍人命が武社国造に任命され、

木戸川 栗山川の流I或地方を支配地として、和遁 (わに)の一族である牟和臣(むきのおみ)

が活路したものと推定され、芝山町の宮門神社は和遡神 (彦忍人命) を祭神としています。 ま

た角川源義氏の研究によれば、手口;置氏族は入江のある水系を掌握してたつといわれ、九十九里

最大の規模をもっ栗山川渓谷の入江が武社国造 (牟邪臣)と その部民たちの生活拠点とな っ た

可能性は大きいといえます。芝山古墳群が武社国の中央部を形成していたと推定され、殿塚 ・

姫塚古墳の被害事者は、やはり武社国造の系譜に連なる古代村議の族長層であったものと考えら

れます。
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あとがき

町教育委員会では、住民の皆さんに郷土社

会の歴史的伝統や文代財を紹介するために、

r文化財図録』の編集を進めて参りました 。

この度、その第 I 集として、縄文貝塚と武射

国造j制古墳からの出土品の紹介を中心に 〈古

代史の遺産) を公刊することになりました。

この図録が、郷土地域の考古学入門へのテキ

ストともなれば、 編集子にとりましてこれに

過ぎる喜びはありません。

終りに 、 図録を公刊するに際しで、御協力

を頂きました慶応殺塾大学考古学研究室 芝

山はにわ博物館 ・ 山武考古学研究会等、関係

機関の皆様に厚〈御礼を申 し上げます。

また、企画精成 原稿校閲等、終始御指導

をI買いた上I界小学校々長の藤代弘一先生、郷

土学習に関する玉稿を賜わり ま した償芝中学

校の山辺百代先生、 文化財審議会々長の土産

源吾氏など、諸学の方々に深〈感謝申し上げ

ます。

昭和54年 5 月 5 日
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文化財図録編集委員会

(文貨 ・ 伊藤一男)
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